
経理情報●2013.10.20（No.1361） 4

税
　
務

民
間
投
資
活
性
化
等
の
た
め
の

税
制
改
正
大
綱
、公
表
─
自
民
党
・
公
明
党

会
　
計

日
本
版
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
の
公
開
草
案
へ

の
コ
メ
ン
ト
対
応
案
、検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

会
　
計

第
２
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
つ
い
て
報
告
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

去
る
10
月
１
日
、
自
由
民
主
党
・

公
明
党
は「
民
間
投
資
活
性
化
等
の
た

め
の
税
制
改
正
大
綱
」を
公
表
し
た
。

同
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
消
費
税

率
引
上
げ
に
伴
う
経
済
対
策
と
、
成

長
力
強
化
へ
の
総
合
的
な
対
策
と
し

て
、
民
間
投
資
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
税
制
措
置
等
に
つ
い
て
、
通
常

の
年
度
改
正
か
ら
切
り
離
し
て
前
倒

し
で
行
う
も
の
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

民
間
投
資
の
活
性
化

産
業
競
争
力
強
化
法（
仮
称
）の
制

定
に
伴
い
、
生
産
性
向
上
設
備
投
資

促
進
税
制
が
創
設
さ
れ
る
。
同
税
制

で
は
、
生
産
性
向
上
設
備
等（
仮
称
）

に
つ
い
て
、
特
別
償
却
と
税
額
控
除

と
の
選
択
適
用
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

研
究
開
発
税
制
で
は
、
増
加
型
に

つ
い
て
、
改
組
し
た
う
え
で
、
適
用

期
限
を
３
年
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

所
得
の
拡
大

所
得
拡
大
促
進
税
制
に
つ
い
て
、

給
与
等
支
給
増
加
割
合
の
要
件（
現

行
５
％
以
上
）を
適
用
年
度
に
応
じ

て
次
の
よ
う
に
見
直
し
、
平
均
給
与

等
支
給
額
に
係
る
要
件
を
継
続
雇
用

者
へ
の
給
与
で
判
定
す
る
よ
う
見
直

し
た
う
え
で
、
適
用
期
限
を
２
年
延

長
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

①　
平
成
27
年
４
月
１
日
前
に
開
始

す
る
適
用
年
度
：
２
％
以
上

②　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
適
用
年
度
：
３
％
以
上

③　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
適
用
年
度
：
５
％
以
上

ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
・
経
営
改
革
の

促
進産

業
競
争
力
強
化
法（
仮
称
）の
制

定
に
伴
い
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
を
促

進
す
る
た
め
の
税
制
措
置
、
お
よ
び

事
業
再
編
を
促
進
す
る
た
め
の
税
制

措
置
が
創
設
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
損
失
準
備
金

の
積
立
額
を
損
金
算
入
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他

復
興
特
別
法
人
税
の
１
年
前
倒
し

で
の
廃
止
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
12
月
中
に
結

論
を
得
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
や
課

税
ベ
ー
ス
の
拡
大
な
ど
、
法
人
実
効

税
率
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
速
や

か
に
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

去
る
10
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
52
回
実
務
対
応
専
門
委

員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
実
務
対
応
報
告
公
開
草
案

39
号「
従
業
員
等
に
対
す
る
信
託
を

通
じ
て
自
社
の
株
式
を
交
付
す
る
取

引
に
関
す
る
実
務
上
の
取
扱
い
」（
以

下
、「
本
公
開
草
案
」と
い
う
）に
対
し

て
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
受
け

て
、
事
務
局
か
ら
対
応
案
が
提
示
さ

れ
、
検
討
が
な
さ
れ
た
。

主
な
検
討
事
項
は
次
の
と
お
り
。

総　
論

本
公
開
草
案
の
全
般
に
関
わ
る
コ

メ
ン
ト
概
要
と
事
務
局
の
対
応
案
と

し
て
、
た
と
え
ば
次
の
も
の
が
挙
げ

ら
れ
た
。

コ
メ
ン
ト
概
要
と
対
応
案

・
国
際
財
務
報
告
基
準（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）と

の
関
係
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る

→（
対
応
案
）Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
日
本
基
準

で
は
、
会
計
基
準
の
体
系
が
異
な

る
た
め
参
考
に
す
る
こ
と
が
難
し

いこ
の
対
応
案
に
対
し
て
専
門
委
員

か
ら
は
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
の
関
係
性
に
つい

て
背
景
を
述
べ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
」な
ど
の
意
見
が
複
数
出
さ
れ
た
。

各　
論

本
公
開
草
案
の
各
論
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
分
類
で
コ
メ
ン
ト
概
要
と

事
務
局
の
対
応
案
が
整
理
さ
れ
た
。

・
範
囲

・
従
業
員
持
株
会
に
信
託
を
通
じ
て
自

社
の
株
式
を
交
付
す
る
取
引
に
関

す
る
会
計
処
理

・
受
給
権
を
付
与
さ
れ
た
従
業
員
に
信

託
を
通
じ
て
自
社
の
株
式
を
交
付

す
る
取
引
に
関
す
る
会
計
処
理

・
開
示
等

・
適
用
時
期
お
よ
び
経
過
措
置
等

・
そ
の
他

各
論
の
コ
メ
ン
ト
概
要
と
事
務
局

の
対
応
案
と
し
て
、
た
と
え
ば
次
の

よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。

コ
メ
ン
ト
概
要
と
対
応
案（
範
囲
）

・
従
業
員
以
外
の
者（
役
員
等
）を
対
象

と
す
る
も
の
が
適
用
対
象
と
な
る

か
否
か
を
明
示
し
て
ほ
し
い

→（
対
応
案
）本
公
開
草
案
は
現
在
行

わ
れ
て
い
る
典
型
的
な
ス
キ
ー
ム

を
対
象
と
し
て
お
り
、
本
公
開
草

案
で
扱
っ
て
い
な
い
ス
キ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
内
容
に
応
じ
て
、
本

実
務
対
応
報
告
を
参
考
に
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る

こ
の
対
応
案
に
対
し
て
、
多
く
の

専
門
委
員
か
ら「
役
員
の
取
扱
い
は

実
務
的
に
気
に
な
る
」と
の
意
見
が

聞
か
れ
る
一
方
、
事
務
局
の
対
応
案

に
賛
成
す
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

去
る
10
月
３
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
２
７
３
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
に
、
９
月
25
日
、
26
日
に
開
催

さ
れ
た
第
２
回
会
計
基
準
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
概
要

は
次
の
と
お
り
。

開
示（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
短
期
的
お
よ
び

中
長
期
的
な
対
応
の
方
針
）

現
行
基
準
で
は
、
列
挙
さ
れ
て
い

る
項
目
に
つ
い
て
開
示
す
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
し
く
み
が
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
点
、「
開
示
要
求
の

目
的
を
示
し
た
う
え
で
、
経
営
者
に

と
っ
て
重
要
な
項
目
を
検
討
す
る
枠

組
み
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い

か
」と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
純
債
務
の
調
整
表
に
関
し

て
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
か
ら
、「
純
債
務
の
調

整
表
の
開
示
に
関
す
る
要
請
は
、
世

界
的
に
共
通
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
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サ
ン
デ
ィ
。
１
年
前
、
合
衆
国
東

海
岸
を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
は
、
観

光
産
業
に
打
撃
を
与
え
た
。
再
び
そ

の
嵐
の
季
節
が
巡
っ
て
き
て
い
る
。

自
然
災
害
の
打
撃
を
受
け
て
も
モ
ノ

は
作
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
容
易

に
元
へ
戻
せ
な
い
の
は
ヒ
ト
の
心

だ
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
あ
る

海
岸
を
観
光
資
源
と
し
て
い
る
ワ
イ

ル
ド
ウ
ッ
ド
で
は
、
書
き
入
れ
時
と

な
る
今
年
７
月
か
ら
、
観
光
資
源

の
価
値
を
守
る
条
例
を
制
定
し
た
。

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
で
の「
腰
パ
ン
禁

止
条
例
」（saggy pants law

）が
発

効
し
た
の
は
７
月
４
日
。
だ
が
、
今

季
商
戦
は
低
調
に
終
わ
っ
た
。

こ
の
条
例
は
、
ズ
ボ
ン
を
腰
か
ら
３

イ
ン
チ（
約
８
セ
ン
チ
）以
上
引
き
下
げ

た
り
、
下
着
や
肌
が
露
出
す
る
は
き

方
を
し
て
い
た
場
合
に
は
罰
金
２
０
０

ド
ル
と
社
会
奉
仕
活
動
40
時
間
が
課

せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。
朝
８
時

か
ら
夕
方
５
時
ま
で
、
服
装
が
規
制

さ
れ
る
。
観
光
地
と
し
て
の
品
位
維

持
に
は
必
要
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

腰
パ
ン
は
、
ベ
ル
ト
の
着
用
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る
刑
務
所
で
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
普
及
し
た
。
そ
れ
を
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
市
民
社
会

へ
定
着
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
規

制
は
、
腰
パ
ン
ス
タ
イ
ル
に
対
す
る
市

民
社
会
側
か
ら
の
許
容
度
を
示
し
て

い
る
。
禁
止
条
例
が
成
立
し
た
の
は
、

不
特
定
多
数
で
あ
る
観
光
客
に
は
腰

パ
ン
が
恐
怖
感
や
嫌
悪
感
を
引
き
起

こ
す
誘
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。

日
本
へ
の
観
光
目
的
入
国
者

数
は
昨
年
で
６
０
４
・
２
千
人

だ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
前
年
の

２
０
１
０
年
は
６
３
６
・
２
千
人

だ
っ
た
の
で
、
数
の
う
え
か
ら
は
回

復
し
た
と
は
い
い
難
い
。

た
だ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前

の
２
０
０
７
年
は
５
９
５
・
４
千
人

だ
っ
た
。
こ
れ
と
比
べ
れ
ば
現
在
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
２
０
０
７
年
に

は
１
２
０
円
台
だ
っ
た
円
／
ド
ル

レ
ー
ト
が
翌
年
に
は
１
０
０
円
代

の
円
高
と
な
っ
た
。
同
様
の
変
化
が

２
０
１
０
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

も
生
じ
て
い
た
。
為
替
と
い
う
財
布

だ
け
で
み
れ
ば
訪
日
し
に
く
い
状

況
が
観
光
客
を
減
少
さ
せ
た
。
い
ま

は
再
び
円
高
が
反
転
の
動
き
を
み

せ
て
い
る
。
観
光
客
の
財
布
は
、
訪

日
を
決
断
す
る
の
に
は
有
利
に
働

い
て
い
る
。
こ
れ
が
、
回
復
に
向
か

わ
せ
て
い
る
背
景
の
１
つ
を
作
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
考
え
方
を
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
に
当
て
は
め
れ
ば
、
観
光
客

動
員
数
は
財
布
依
存
要
因
の
ほ
う
が

大
き
い
と
い
う
推
論
も
成
り
立
つ
。

ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
か
ら
の
復
興
が
な

さ
れ
、
治
安
も
安
定
し
て
い
る
の
を

訴
求
し
た
条
例
だ
っ
た
が
、
今
年
夏

の
商
戦
は
散
々
だ
っ
た
か
ら
だ
。
し

か
も
、
記
録
的
な
低
調
ぶ
り
。
ワ
イ

ル
ド
ウ
ッ
ド
の
観
光
産
業
は
不
景
気

だ
っ
た
と
地
元
紙
が
報
じ
て
い
た
。

条
例
制
定
の
話
題
は
集
客
に
繋
が
ら

な
か
っ
た
し
、
そ
の
存
在
意
義
の
有

効
性
も
検
証
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
、
個
体
差
が
大
き
く
、
尺
度
も
感

覚
に
依
存
し
て
い
る
面
が
大
き
い
条

例
の
適
用
基
準
が
、
市
民
の
治
安
よ

り
も
服
飾
警
察
の
創
設
に
み
え
た
危

険
性
も
あ
る
。

条
例
が
決
め
た
８
セ
ン
チ
は
、
平

均
的
な
米
国
人
男
性
の
身
長
で
あ
る

１
７
５
セ
ン
チ
と
対
比
す
れ
ば
４
・

６
％
。
日
本
人
の
17
歳
平
均
身
長
も

男
子
で
１
７
０
セ
ン
チ
な
の
で
、
比

率
は
４
・
７
％
程
度
。
数
字
で
み
れ

ば
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
８
セ
ン

チ
の
下
げ
パ
ン
ツ
は
見
た
人
の
感
覚

に
依
存
し
て
い
る
。

嵐
が
過
ぎ
た
後
の
、
大
き
な
効
果

を
狙
っ
た
小
さ
な
８
セ
ン
チ
は
大
き
な

話
題
を
生
み
は
し
た
が
、
小
さ
な
成

果
も
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
観
光
資

源
の
価
値
は
警
察
が
守
る
の
で
は
な

く
、
人
間
が
少
し
ず
つ
歩
み
寄
る
自

然
な
態
度
か
ら
し
か
生
ま
れ
ま
い
。

（
神
保
敏
明
）

8
どう見る？
　　　この数字

｜風たちぬ後の失策例
8センチ　

監
　
査

内
部
監
査
基
準
の
改
訂
案
、公
表

─
内
部
監
査
協
会

明
ら
か
で
な
い
た
め
、
十
分
な
調
査

が
必
要
」と
い
う
旨
の
発
言
が
行
わ

れ
た
。
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
関
係
者
か
ら
は
、

次
の
２
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
旨

が
説
明
さ
れ
た
。

①　
純
債
務
の
調
整
表
の
開
示
要
求

を
定
め
る

②　
純
債
務
の
調
整
表
を
開
示
す
る

場
合
に
は
所
定
の
方
法
に
従
う
必

要
が
あ
る
と
す
る
要
求
事
項
を
設

け
る

概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
慎
重
性
）

２
０
１
０
年
の
概
念
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
見
直
し
で
慎
重
性
の
考
え

方
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
慎
重
性
の
考
え
方
は
基
準
設
定
に

有
用
」と
の
意
見
が
あ
る
一
方
、「
復

活
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
で
な
い
」と

す
る
見
解
も
出
さ
れ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
か
ら
は
、「
慎
重
性
は
現

行
の
会
計
基
準
で
も
当
然
の
よ
う
に

考
慮
さ
れ
て
い
る
要
素
で
あ
り
、
本

文
に
復
活
さ
せ
る
か
、『
有
用
な
財
務

情
報
に
お
け
る
質
的
な
特
性
』の
結

論
の
背
景
を
修
正
す
べ
き
」と
い
う

旨
の
発
言
が
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
関
係
者
か
ら
は
、「『
用
心

深
さ（caution

）』と
い
っ
た
用
語
を

含
め
、
適
切
な
用
語
を
検
討
し
た
う

え
で
、
何
ら
か
の
形
で
概
念
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
慎
重
性
の
考
え
方
を
記
述

す
る
こ
と
が
必
要
」、「
復
活
さ
せ
る
べ

き
と
主
張
す
る
者
が
、
単
純
に
そ
れ

だ
け
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
公
正
価
値

測
定
の
範
囲
を
狭
め
よ
う
と
し
て
主

張
し
て
い
る
の
か
定
か
で
な
い
」と
の
コ

メ
ン
ト
が
示
さ
れ
た
。

去
る
９
月
26
日
、一般
社
団
法
人
日

本
内
部
監
査
協
会
は「
内
部
監
査
基
準

（
改
訂
公
開
草
案
）」を
公
表
し
た
。

内
部
監
査
人
協
会（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）の

「
専
門
職
的
実
施
の
国
際
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
」（
国
際
基
準
）の
改
訂
、
経

営
環
境
の
変
化
、
内
部
監
査
実
務
の

進
展
な
ど
を
反
映
す
る
た
め
、
内
部

監
査
基
準
改
訂
委
員
会
に
お
い
て
検

討
を
重
ね
た
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

今
回
は
２
０
０
４
年
以
来
の
改
訂

で
あ
り
、
構
成
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、
各
条
文
の
語
尾
を「
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
し
最
低
限
の
必
要

事
項
と
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
際
基
準
の
改
訂
へ
の
対
応
と

し
て
、「
不
正
リ
ス
ク
へ
の
対
応
の
考

え
方
の
取
入
れ
」な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。

意
見
提
出
期
限
は
２
０
１
３
年

10
月
25
日
。
な
お
、
公
開
草
案
の

全
文
・
参
考
資
料
は
、
内
部
監
査

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
可

能（http://w
w

w
.iiajapan.com

/
guide/kijyun/20130926.htm

l

）。
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日
米
と
も
に
財
政
問
題
の
影
響

は
限
定
的
だ
が
…

金
　
融

説
得
力
に
欠
け
る
消
費
税
の
増

税
理
由

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2013年
9月30日

監査基準委員会研究報告第2号
「金融商品の監査における特別な考
慮事項」

JICPA

金融商品に関する監査を行ううえで新たな要求事項を設定するも
のではなく、金融商品に係るリスクおよび見積りの不確実性につ
いての評価、ならびに開示に関する監査上の留意点を取り扱って
いる。大量の金融商品取引を行う企業等、金融商品に係る見積りの
不確実性が財務諸表に重要な影響を与える企業の監査向けの考慮
事項として位置づけられるもの。

―

2013年
10月3日

総額表示義務の特例措置に関する
事例集（税抜価格のみを表示する場
合などの具体的事例）

国税庁
事業者が総額表示義務の特例を適用し、税抜価格のみを表示する
場合、旧税率に基づく税込価格を表示する場合、新税率に基づく税
込価格を表示する場合などの具体的事例を紹介するもの。

―

安
倍
首
相
は
10
月
１
日
、
来
年
４

月
よ
り
消
費
税
率
を
現
行
の
５
％
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
る
旨
を
、
正
式

に
表
明
し
た
。
こ
の
決
定
に
際
し
て
、

「
最
後
の
最
後
ま
で
考
え
抜
い
た
」と

首
相
は
言
う
が
、
そ
の
増
税
理
由
か

ら
も
、
そ
の一端
が
う
か
が
え
る
。

消
費
税
を
増
税
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、「
社
会
保
障
の
安
定
と
財
政
再

建
に
向
け
て
の
財
源
確
保
」を
挙
げ
、

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て「
消
費
の
落
込
み

と
デ
フ
レ
経
済
・
景
気
低
迷
へ
の
逆
戻

り
」、「
社
会
保
障
の
安
定
・
財
政
規

律
の
維
持
が
で
き
な
い
」を
挙
げ
た
。

そ
れ
で
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
伸
び
、

有
効
求
人
倍
率
の
改
善
、生
産・消
費・

設
備
投
資
の
持
直
し
を
理
由
に
、
大

胆
な
経
済
政
策
を
実
施
す
れ
ば
デ
メ

リ
ッ
ト
は
克
服
で
き
、
経
済
再
生
と

財
政
健
全
化
は
両
立
し
得
る
、
と
結

論
づ
け
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
な
ぜ
今
増
税
な
の
か
は

説
得
力
に
欠
け
る
。
そ
も
そ
も
、
財

務
省
寄
り
の
野
田
前
首
相
が
執
着
し

た
消
費
税
増
税
を
見
直
す
機
会
に
も

な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
立
法
化
さ
れ
た

も
の
の
、
関
連
法
に
定
め
ら
れ
た
景

気
条
項
と
い
う「
た
だ
し
書
き
」は
、

そ
の
た
め
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
も
ち
ろ
ん
、
10
年
間
で
平
均
の

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
３
％
、
実
質
２
％
が
、
視

野
に
入
っ
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
れ
で
も
、
増
税
が
そ
の
ま
ま

歳
入
増
加
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

は
、
増
税
が
及
ぼ
す
景
気
へ
の
悪
影

響
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
だ
。
事
実
、

今
回
も
見
合
い
の
５
兆
円
規
模
の
経

済
対
策
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。「
角

を
矯
め
て
牛
を
殺
す
」の
た
と
え
の
ご

と
く
、
目
先
の
財
政
収
支
に
こ
だ
わ

り
、
日
本
経
済
を
危
う
く
す
る
懸
念

が
残
る
。

さ
ら
に
首
相
は
、「
消
費
税
収
は
社

会
保
障
に
し
か
使
わ
な
い
」と
述
べ
て

い
る
が
、
消
費
税
導
入
当
初
を
思
い

起
こ
せ
ば
、
少
子
高
齢
化
や
産
業
の

空
洞
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
直
接
税
中

心
だ
っ
た
日
本
の
税
制
を
変
え
る
必

要
か
ら
直
間
比
率
を
見
直
す
べ
き
、

と
の
議
論
が
根
底
に
あ
っ
た
は
ず
だ
。

今
回
、
安
倍
首
相
が
述
べ
た
よ
う
な
、

財
政
収
支
の
改
善
や
社
会
保
障
費
の

ま
か
な
い
で
は
決
し
て
な
い
。

今
回
の
首
相
会
見
は
、
政
治
家
ら

し
い
決
断
と
い
う
よ
り
官
僚
の
会
見

を
聞
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
今
後
の

経
済
政
策
の
運
営
に
禍
根
を
残
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

10
月
早
々
、
日
米
と
も
に
財
政
関

連
問
題
に
動
き
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

は
予
算
年
度
が
10
月
か
ら
始
ま
る
の

に
、
与
野
党
対
立
に
よ
っ
て
暫
定
予

算
さ
え
期
限
ま
で
に
成
立
せ
ず
、
政

府
機
関
の一部
が
閉
鎖
と
い
う
異
常
事

態
に
陥
っ
た
。
多
く
の
公
務
員
が
自

宅
待
機
と
な
り
、
給
料
は
支
払
わ
れ

な
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
財
政
弱
体

化
が
強
く
印
象
づ
け
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

一方
、
日
本
は
消
費
税
率
の
引
上
げ

が
最
終
的
に
確
定
し
た
。
予
想
ど
お
り

で
あ
る
と
は
い
え
、
安
倍
首
相
が
特
別

会
見
ま
で
行
っ
て
国
民
に
説
明
し
た
。

こ
れ
が
海
外
市
場
で
は「
決
め
ら
れ
る

政
治
」と
映
った
よ
う
で
、
安
倍
首
相
の

評
価
は
高
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
消
費
増
税
は
日
本
経
済

に
と
って
鬼
門
だ
。
前
回
の
引
上
げ
は

17
年
前
だ
が
、
そ
の
際
の
景
気
の
失
速
、

経
済
危
機
の
到
来
の
記
憶
は
な
お
生
々

し
い
。
今
回
、
政
府
は
消
費
増
税
と

同
時
に
５
兆
円
の
経
済
対
策
を
打
ち

出
し
、
増
税
シ
ョッ
ク
の
吸
収
を
図
る
。

そ
れ
で
も
増
税
実
施
後
の
景
気
が
ど

う
な
る
か
、容
易
に
不
安
は
消
え
な
い
。

当
面
、
日
米
の
財
政
問
題
の
市
場

へ
の
影
響
は
限
定
的
と
い
え
よ
う
が
、

日
米
同
時
に
市
場
の
雰
囲
気
を
暗
く

し
、
株
価
の
先
行
き
へ
の
楽
観
を
少

し
く
じ
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

秋
は
株
安
の
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る
た
め
、

た
だ
で
さ
え
不
安
を
伴
う
が
、
財
政

問
題
が
市
場
の
底
流
に
存
在
し
続
け

る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
る

ご
と
に
、
市
場
を
冷
や
す
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
財
政
問
題
が
醸
し

出
す
不
安
を
鎮
め
て
く
れ
る
の
が
実

体
景
気
の
動
向
で
あ
る
。
日
本
は
ま

ず
日
銀
短
観
。
10
月
発
表
分
で
は
景

況
感
の
好
転
、
企
業
収
益
の
上
方
修

正
は
予
想
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、

設
備
投
資
は
下
方
修
正
と
な
り
、
画

竜
点
睛
を
欠
く
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
着
実
な
回
復
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
。
一安
心
で
あ
る
。

期
待
さ
れ
る
の
は
３
月
決
算
企
業
の

中
間
決
算
と
年
度
見
通
し
の
修
正
で

あ
る
。
２
０
１
３
年
度
上
期
は
結
果
的

に
１
ド
ル
＝
95
円
以
上
の
円
安
で
推
移

し
た
こ
と
か
ら
、
企
業
収
益
は
上
方
修

正
の
可
能
性
が
あ
る
。
純
利
益
は
こ
れ

ま
で
の
予
想
ベ
ー
ス
で
製
造
業
が
前
年

度
比
約
２
倍
の
増
加
、
全
産
業
が
同

80
％
増
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
さ
ら
に
上

積
み
さ
れ
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

11
月
初
め
頃
に
大
勢
が
判
明
す
る
。

為
替
相
場
は
な
か
な
か
方
向
性
が

固
ま
ら
な
い
感
じ
だ
が
、
上
に
も
下

に
も
変
動
幅
は
限
ら
れ
て
き
た
よ
う

だ
。
１
ド
ル
＝
１
０
０
円
以
上
の
円

安
が
定
着
す
る
こ
と
は
期
待
薄
の
よ

う
だ
が
、
１
ド
ル
＝
95
円
以
上
に
落

ち
着
け
ば
、
安
泰
だ
と
い
え
よ
う
。


